（別紙２－２）
生産性向上・職場環境整備等支援事業実績報告書
1.対象施設であることの申出
　令和7年3月31日時点において、以下の診療報酬のいずれかを届け出ている。
　※□に「✓」を付すこと。（複数回答可）

□ O100 外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）

□ P100 歯科外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ） 

□ O102 入院ベースアップ評価料（医科）

□ P102 入院ベースアップ評価料（歯科） 

□ 訪問看護ベースアップ評価料（Ⅰ）

2.生産性向上・職場環境整備等の実施内容
（1）タブレット端末、離床センサー、インカム、ＷＥＢ会議設備、床ふきロボット、
監視カメラ等の業務効率化に資する設備の導入

	
	設備名
	(1)に要する申請額

	導入設備
	　
	円

	
	　
	円

	
	　
	円

	
	　
	円

	
	　
	円

	
	　
	円

	合計　　　　
	円




・・・①

(2) 医師事務作業補助者、看護補助者等の職員の新たな配置によるタスクシフト／シェア
   (2)に要した額　　　　　　　　　　円　・・・②
　　
※新たに雇用した職員数：医師事務作業補助者　　　　　　　名
看護補助者　　　　　　　　　　　名　　　　
　　　　　　　　　　　　　その他（　　　　　　　　）　　　名
(3) 処遇改善を目的とした、既に雇用している職員の賃金改善
(3)に要した額　　　　　　　　　　円　・・・③
対象職員の常勤換算数（賃金改善実施期間の開始月時点）：      　　　　　　人
　　   1人あたりの基本給等に係る賃金改善後の額（1カ月分）： 　　　　    　　　円
　　 上記額のうち補助金を活用した改善実施分（定期昇給を除いた額）：　　　　　円
     補助金による賃金増率：　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円
    
3. 年　月　日付長崎県指令　　　をもって交付決定の通知があった額
　　　　　　　　　円

4.実績額
　　　　　　　　　円・・・①＋②＋③
2.(3) 処遇改善を目的とした、既に雇用している職員の賃金改善の説明
対象職員の常勤換算数（賃金改善実施期間の開始月時点）：      　　　　　　人
　　   1人あたりの基本給等に係る賃金改善後の額（1カ月分）： 　　　　    　　　円
　　 上記額のうち補助金を活用した改善実施分（定期昇給を除いた額）：　　　　　円
     補助金による賃金増率：　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円
①対象職員の常勤換算数（賃金改善実施期間の開始月時点）
 【計算方法】 
常勤換算数=常勤職員の人数+（非常勤職員の勤務時間の合計÷常勤職員の所定労働時間）
【例】
   常勤職員の1週間の所定労働時間が40時間の場合、
　 週に20時間働く非常勤職員が1人いれば、常勤換算で0.5人分として計算されます。
　②1人あたりの基本給等に係る賃金改善後の額（1カ月分）         
　【計算方法】 
「補助金を活用し賃金改善した後の対象職員の基本給総額」-「賃金改善しなかった場合の対象職員の基本給総額」
③上記額のうち補助金を活用した改善実施分（定期昇給を除いた額）
　【計算方法】
「②の改善後の額」-「定期昇給を除いた額」
④補助金による賃金増率                             

　　【計算方法】
「③補助金を活用した改善実施分」÷「②の計算で用いた、賃金改善しなかった場合の対象職員の基本給総額」







①いずれかに「✓」を付ける





③購入した物の金額を記載


合計金額も記載


（注）消費税及び地方消費税を除いた額を記載してください。








②購入した物を記載


　例）床ふきロボット等


購入した物がなければ、無記入








④新たに雇用する職員の人件費を記載











⑤新たに雇用した職員の人数を記載。その他はカッコ内に


役職を記載





⑥既職員の賃金向上に要した金額を記載











⑦以下の別紙を参照し記載





⑧交付決定のあった金額を記載











注意


2.(3) 処遇改善を目的とした、既に雇用している職員の賃金改善を計上する場合は、


ベースアップ評価料で賃上げした分とは「別」に、補助金を活用し、賃上げを行う取組が対象となります。


また、単に職員の人件費の基本給部分や定期昇給部分に充当する場合は、給付の対象外です。
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